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３ 施策の方向性と主要施策  

（１）「消費者の権利」と「施策展開の基本的方向」の関連 

 さいたま市消費生活条例第２条に規定されている７つの「消費者の権利」を、４つ

の「施策展開の基本的方向」としてまとめ、施策を展開することとします。 

消費者の権利 
（条例第２条に規定されている基本理念）

２・７から 

（３）消費者被害への機動

   的な対応 

４・５から 

（２）自立した消費者の

育成 

６から 

（４）消費者意見の反映 

   の促進 

施策展開の基本的方向 

市民の消費生活の安定及び向上(条例第１条に規定) 

１・３から 

（１）消費者の安心・安全

の確保 

１消費生活において、商品又はサー

ビスによって生命、身体及び財産を

侵されない権利 

２消費生活において、商品又はサー
ビスについて、不当な取引条件を強
制されず、不適正な取引行為を行わ
せない権利 

３消費生活において、商品又はサー
ビスについて、適正な表示等に基づ
いて選択をする権利 

４消費生活を営む上で必要な情報
が明確かつ速やかに提供される権
利 

５消費生活に関する必要な知識を
修得し、及び消費者教育を受ける権
利 

６消費生活に関する市の施策及び
事業者の事業活動に、消費者の意見
が十分に反映される権利 

７消費生活において、商品若しくは
サービス又はこれらの取引行為に
より不当に受けた被害から、適切か
つ迅速に救済される権利 
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（２）計画の体系 

① 食の安全対策

の推進 

❶食の安全に関する情報提供等 

❷食品関係施設の監視指導と食品検査 

(2)
自
立
し
た
消
費
者
の
育
成

② 生活環境の 

安全対策の 

推進 

③ 表示等の適正

化の推進 

❶※環境衛生関連施設・※薬事衛生関係施設

に対する監視指導等 

❷水道水の水質検査の実施 

❸耐震診断費用等の助成及び建築物の適法

性・安全性確保 

❹商品の安全性にかかる検査等の実施 

❺生活関連物資の価格調査等による監視 

❻災害時等における対応の充実・強化 

❶ごみ減量・リサイクルの推進 

❷環境配慮型消費行動の推進 

❸環境重視の事業活動の促進 

❹環境学習の機会の充実 

❺環境活動への参加の促進 

❶食品表示等の適正化 

❷適正計量の確保 

❸表示等にかかる調査の実施等 

➁ 消費者教育の

推進 

③ 環境保全への

取り組みの促

進 

④ わかりやすい

情報提供の推

進 

❶学校における消費者教育の充実 

❷行政機関による支援の強化 

❶迅速な情報収集と情報提供 

❷情報紙の発行と配布等 

❸消費生活に関する講座の充実 

主 要 施 策 施策展開の基本的方向 

(1)
消
費
者
の
安
全
・
安
心
の
確
保

① 若年者への教

育の推進・支

援の強化 

❶地域における消費者教育の推進 

❷自主的な学習の支援    

❸学校・地域における情報教育の推進 

❹消費者リーダーの育成 

《重点》
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(4)
消
費
者
意
見
の
反
映
の
促
進

① 消費者、事業

者及び市によ

る協働の推進

(3)
消
費
者
被
害
へ
の
機
動
的
な
対
応

② 事業活動、市

の施策への

消費者意見

の反映の推

進 

① 迅速な消費者

被害への対応

❶※リスクコミュニケーションの推進 

❷※地産地消の推進 

❸消費者、事業者及び市の連携・協働 

④ 関係機関等と

の連携の推進

❶市の施策への消費者意見の反映 

❷事業活動への消費者意見の反映 

❸事業者への情報提供の推進 

❶消費生活相談機能の充実・強化 

❷消費者被害救済体制の整備 

❸個人情報保護の適正化の推進 

❶高齢者等への情報提供等の強化 

❷※地域包括支援センター等との連携の推進

❸高齢者の見守り活動の推進 

❹高齢者等の※権利擁護の促進 

❺障害者の支援体制の整備促進 

③ 事業者に対す

る指導の推進
❶事業者指導の推進 

② 高齢者等への

支援の強化

❶関係機関等との連携の推進 

❷※適格消費者団体との連携の推進 

《重点》 
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